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！編開後記｜
第14回日本医学会総会を京都でひらく昭和30年の新春がいよいよやって参りました．開催地である京都大

学の各教室は，てんやわんやの忙しさです．この多忙の中に第24巻第 1号は生れ出ました．最近欧文原著が

ふえて来ました事は，本誌の国際誌としての性格を物語るものとして，まことに喜ばしい現象と存じます．

今後共益々この特長を御功成下さるようおねがい致します．叉校正その他の点につき不行届な点も多々ある

事と｜序じますが3 何卒倒1海容衡1教示下さるようつ願いしま七 （藤田栄隆）

ホE寺山奇巨日廊rJ移長 Eむ重ヨF承士

京都市下京区油小路松原上ル

電話⑤ 47 1 7 ・47 6 4番

振替口座京都 18 7 4 7番
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投稿規定

。木誌は毎年 l月， 3月， 5月， 7月， 9月及び11月

ゎ 1Bに発行する（年間6fl対）．

。本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読糾は年額1,000円（送糾を含む）とし，分ヲ宅 ・

け 1加200円とする．

。原稿の長さはおよそ下記の限度とし，末日文原著には

欧文表題，欧文抄録，自主文原著には辛口文表題及び和

文抄録を添附されたい．

原著論文，繰説，臨床400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当編務室へ到着した日附を受付目とする．

0原稿の用語中，固有名詞はすべて固有の文字を，叉

数字はすべて算用数字を使用し，日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際「 Jは不要．

0数量の単位は下記の仰jによる

例， m,cm, mm, cc, Kg, g, mg, cc，ん

%. pH，等

O原稿は積書とし新かなづかL、を用いる事．

0欧文及び欧文抄録はFイプライタ F で記入され度

~ .. 
0挿画，断線等は必ず白紙又は青線方眼紙に墨で務審

し挿入位置を原稿に記入する事．

昭和 29年 12月25日印刷

昭和 3o ~F 1月 1 日務行

編斡粂lE!行者

~n 昂lj 者ー

印 局lj FR 

0図，表，写真等はすべて別紙に記入，若しくはrmm
し本文中には挿入個所のみ指定する事．

0引用文鰍は篤末に集め， 次の伊uに； じて記紋する．

（氏名） （表題）
Beatson, G. T : On the Treatment of Inoperable 

（維誌名）｛巻）
Case of Carcinoma of the Mamma. Lancet, 2, 

（頁）（年代）
104, 1896. 

三宅俄・副1肖皮質ホルモ y の測定と臨床．最新医

学， 6,765，昭26.

0掲載斜は当分の問実賓とし概算前払いとする. I頁

1,000同m原著以外のものに就ては 3頁までは無視

とし冷夏を超えた分に対してけ原著と同じ取扱とす

る．この費用中には図表写真版等の費用It.含まない．

当分の間玖女原著は文部省学術雑誌「リ行費補助によ

り1頁900円とする．

C特に早く l掲載を希望し掲捗号を指定される方の掲載

事ヰはよ記の 1割増とする．

0執筆者に於て別格I]希望の方は，寄E雪と同時に特に附

言せられたい. 10部までは無代進呈し，それ以上は

実費を申し受ける．

0原稿は寄包郵便で下記に送られたい．

京都市左京区聖護院川原町五三

京都大掌医学部附属病院外科学教室内

岡本外科宝l前線綿雪量宛

京都市 1-£.京区翠議院川原町

荒 木 千 旦

京都市下京 l~ 布＂小路松原上ル

松 崎 秀 雄

京都市下京阪'iib小路松原上 Fレ

松崎印刷株式会社

京都大学医学部外科学教室

発行所 日本外科賓画編輯室
代表者 荒木千里

（振替口座京都36 9 1容）
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ド製剤！、、、チルアリ7｝＜溶性サ

臨床医家の御要望に応えて一一一一一一 ー一一一一一一一一一一一
弊社ではさきにサリチルアミドの水溶性化lこ成功し その

20%治液をサ リアミン 注射液 として 発売し 、御好評を

頂いて参 りましたが、その後づ｜続き 研究のあ，1巣、今度更に

10%サリアミン淫射液ー…

を新発泡する ：；：JIになりました。本剤はより忍＇＇［~ 性が良好で
大量を而も持統的に投与できるr1rサリチル目安斉ljてJす。効力は

!!JJ効性で一回の liJ＇注により持続ぜる鎮痛~） 巣を発揮し ます

サリ チJレアミドー0-N'J'酸ナトリウ ムの滅菌水溶液

〈〉各種神経痛 （坐骨神径痛，肋11神経痛， 上時神経痛，三叉

神経痛等）

〈〉念性 ・慢性リウマチ，腰痛，其の他各種炎症性疾患の嬉痛

〈〉其の他の鎮痛及び解熱

〔本質〕

〔効能〕

包装 …

； （新発売） 10% lOCC 5管，（Y30o）：（近円発売） 5 0管 : 

! 20% secs管（¥ 200) 

i 制也にサリアミン末 100g, SOOg, lOOOg 

製造元 服 ゾじ元

吉 富 製 薬株 式会社 武 田薬 品工業株式会社
大！II'.j1j }j[ K道修 ！llJ

⑨的繍舵鰍繊麟ω ；
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安全域の広い

前 麻酔に 内服で効く

〈号 Z置す歩〉
f特長〕

(A）前麻酔ーアモパルピタールの如き興奮性がなく

また刊用時間も短〈手術后に長く作用を残きない
(B) j府県田IJ・・・吸牧排池共：こ早く且つ睡眠度が深いた

め就乱l剤或は熱製剤として盛用される。また'I¥廃

后の気分が極めて爽快で、不快な後i直症が殆んど
ない〉

(CJ包痛分可f分量開11期の揖宿、鎖掃にお用きれる｝
①子宮；~r，自の，.，＼；旦日 /P.1111. の情期l'.1; の副作用がない
①胎児l二対してし1"I石の危棋を要しなレ

①妊娠中毒症や気胸中のH婦にも安心しで使える
〔包装〕 0.05瓦 8錠 5C錠 500錠

局麻に

（特 長j

毒性少し作用時間
は適度に長t、

① O.!Eo/oの稀符液で使用出家、相対的毒性が少い
①腰麻ωイ由サドル・ブロック~，，酔、泣潤、イ＂I濯、表

面白各麻酔に使用出噴 応Jf)範囲が係めて広い
①粍麻の待統は so～lcOげて 当に長く、塩酸プ，

カイ YO~ノ 2～3 昨日く

①麻酢ノ））i＇税：tr，：件プロカイシより僅かに趨いが塩
酸ジフカインより立旬、に早い

＠目耳麻山際．医師の灯71'HH骨 三「悼j部（！1前：lこMx
舎にrc.1：ノ向！l司l、低比m.分節符髄麻酔など伍ま
の耳ll,'.iJ、を自由に選択し得る

〔包装〕司iヒ1f[注射法 1；υ2cc10管 紛；，： 1瓦 5瓦

一 一一

Thiopental sodium (U. S. P. XIV版収載）

ラボナーJレは本邦最初のThiobarbital系製剤

で、イソヘキサピタールより吸収、排、准共に

早く麻酔の導入甚だ円滑なるため、調節性に

富み、安全域広く然も覚醒時にも副作用が少

い。また持続的分割注入法lとより、麻酔時聞

を2時間余にも延長し得る。

従って各科の犬小手術に単独麻酔、エーテ

Jレ麻酔の導入麻酔、腰麻の補助麻酔、気管内

麻酔などとして賞用，されている。

〔効青白

①外科…特l乙局麻の困難な処置に賞用され、筋弛
緩斉IJのh.J有は垂切、吻合のf射乍をより簡便化する

①産婦人科…子宮内膜掻J]¥gl、不全流産時の内容除去

等には勿論、長時間の開腹術にも盛用される。
①精神＠神経科…外来患者の電撃療法K賞用され、
叉 R:.vunaIinterviewには特に好評である。

①泌尿器科…！間抗鏡・尿道的手授、ブージー挿A.等
の泌尿器科的検査、処置等には勿論、腎臓、勝脱
性器などの大手術にも応用されているn

⑤整形外科・・仏25%稀釈首長の狩得的なp滴は長時間
に亘る骨折））見臼の整復、ギブス織衛に使用出来る
叉神経手術で神経由身を操作する時の激痛には導
ス麻酔の早い本到lが特lζ選択される。

σ〕耳鼻科＇... f,c:・J材、で効果不充分な中耳似；fdil:iの鼓室附
近手~j;JIこは本剤lの点油、静注が特；こ好評である。

⑦眼科…眼禽V：り除去、眼球摘出等の手術に推奨さ
r れ、特に吸入麻由Ne.Ltべ手術野のn当町三使利。
町）その他…Ui-:·4領域はの~.i街、更に最近では注腸的応
用（岡山大学~；，一外引より）も報告されている。

〔包装〕 0.:1花 0.5瓦各5管 SOi!',f

製造発売元田辺製薬大阪諮問I



ア
句、、．

本剤に含有するアミノプロピロンは わが国

医薬研究障によって発見され 極めて強力な

鎮痛作用と 毒 性 の 低減などの点で革新的な

新 ピラ ツオロン化合物である。本剤は これに

等 モ ノレ比のアミノ ピリ ンを配合し 更に そ の

相乗作用による高い臨床効果診もにせにもの

で、その臨床応用上の特長は大のようでゐる

①鎮痛・消炎・解熱効果の増大...・H ・...・H ・－－－

アミノプロピロ yはアミノピリンとそのi下刷機序を異にするため

効果は椙衆的に現われ ｜ヨ速効利で 浸い待続時聞をもっている

＠毒性低く 蓮用大量投与の可能...・H ・－－

アミノプロピロンはそれ白身寄Jttが低〈アミノピリンの毒性をも

低減するため本青IJ7ち認容謹は大空く 症状により大；捜与も可能

す長期・沼運用による副作用はなく注射によっても局所の破結・白

血球減少などを超さし、。

【遁応、】
急性・亜急ff.ti曇佐多発性関節炎その他の関節炎・関節症。筋肉ロ

イマチス・舷痛・五十肩・筋席。肋胡・坐骨・三叉神経痛。腹痛・
頭痛・歯痛その他錨痛・消炎・解熱を必要とする諮疾患。

【包装】
f主5CCCアミノプロピロンQ.5g，アミノピリンQ.375’5A.50A. 
2定： tアミノプロピロンQ.lgアミノピリンQ.0?5g) ?O錠・ 100鎚

健保採用
【見本文献贈呈1

シ製剤ロビロブ} 

京前市中京区壬生 日本新薬株式会社 札幌・東京・大阪・京都・富山

E調

主審聖
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投稿規定

O本誌は毎年 1月， 3月， 5月， 7月， 9月及び11月

の 1日に発行する（年間6I.加）．

。本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読料は年額 J,000円（送料を含む）とし＇ /;j＇~’d 

はI,11f]200円とする．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和女原著には

欧文表題，欧文抄録，欧女原著には平日7文表題及び平日

文抄録を添附された＼ • •. 

原著；稿I,(，綜説，臨床，tlOO'cj詰 ＇10／.（以内（[x'1京共）

症例報告，研究速報， 400字詰1st;:i'J、l弓（図表共）

O原稿の当編輯室へ到清した日附を受付臼とする．

0原稿の用語中，固有名詞はすべて固有の文字を，x
数:=j";j，すべて算用数字を使用し，日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際「 jは不要．

0数量の単位は下記の例による

例， m,cm, mm, cc, kg, g, mg, 'C, μ, 

%, pH，，等

O原稿ft.横習とし新かなづかL、を用いる事．

o~文及び~文却損はタイプライターで記入され度

L、．

0挿画，出l線等は必ず白紙叉Ii青線方眼紙に患で精道

し挿入佼置を原稿に記入する事．

P~j 利 30~ 2月25日印刷

目白利 30 ＆：ド 3月 l 日渡行

0図，表，宣言真等はすべて別紙に記入，若しくは添附

し本文中には指入個所のみ指定する事．

0引用文献は篇末に集め，次の例に準じて記載する．

（氏名） （表題）
Beatson, G. T : On the Treatment of Inoperable 

（雑誌名）（巻）
Case of Carcinoma of the Mamma. Lancet, 2; 

（頁）（年代）
101-, 1896 

三宅信号：副腎皮質ホ凡そyの測定と臨床．最新医

掌， 6;765，昭26.

。掲載：料は当分の問実質とし概算前払いとする. 1頁

l, 000円但し原箸以外のものに就ては 3頁までは無

料とし，3頁を超えた分に対しては原著と同じ攻扱と

する．この費用中には図表宣言真版等の費用は含まな

い．当分の問欧文原著は文部省学術雑誌刊行費補助

により 1頁900円とする．

0特に早く掲訟を希望し掲載号を指定される方の褐iii

料は上記の1劉j憎とする．

0執筆者に於て別席I]希望の方f't，寄稿と同時に特に附

言せられたレ. 10部までは無代進呈し，それ以i.1:

実質を申し受ける．

0原稿は書留邸使で下記に送られたい．

京都市左京区聖護院川原町五三

京者↑l大学医学部附属病院外科学教室内

月木外科室前編崎窒宛

京都市左京区裂議院川原 n1r

編~尊重~？＆行者 荒 木千里

京都市下京肢がI小路松原上 Jレ

印刷者 松崎秀雄

京都市下京区 ilh小路松原上作

印刷所 松崎印刷株式会社

京都大学医学部外科学教室

発行所 日本外科賓幽編輯室
代表者 荒木千里

（娠替口座京都36 9 1番）

一 一一一一一 一一 ー 一一一一一一一一一一←ーー一一一一一一一ー一一一一ー
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投稿規定

。木誌は厄年 l月， 3月， 5月， 7月， 9月及び11月

の 1日に発行する（年間6加）．

。本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読料は年額 1,000円（送料tc含む）とし，分売

は1加200円とする。

0原稿の長さはおよそ i、：，~＿！［＇fl ！芝としP 和文「京著：二1;:

欧文表題，欧文抄録9 欧文原＇~まには和文表題1えじ平日

文抄録を添附されたい．

原著論文p 綜説J 臨床，400字詰40｛火以内（図表共）

症例報告p 研究速報， 400字詰15比以内（図表共）

0原稿の当編輯.~へ到着した日附を受付日とする．

。原稿の沼語中J 固有名詞はすべて固有の文字を，又

数字はすべて算用数字を使用し2 日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際「」は不要．

0数量の単位は下記の例による

例， m,cm, mm, cc, kg, g, mg, 'C, μ, 

%, pH，等

O原稿は横書とし新かなつかL、を用いる事．

0忍：ヨピ及び欧文抄録はタイプライターで記入され度

l .. 

0挿画，曲線等は必ず白紙又は青線方眼紙に墨で清書

し挿入位置を原稿に記入する事．

昭 和 30年 4月25日印刷

昭和 30年 5月 1 日渡行

編輯全世主主行~－・

印 局リ 名ー

印 昂I) 所

0図，表， Z真等はすべて別紙に記入，若しくは添附

し木女中には挿入個所のみ指定する事．

QijJ用文献は第末に集め，次の例に準じて記載する．

（氏名） （表題）
Beatson, G. T : On the Treatment of Inoperable 

（雑誌名）（巻）
Case of Carcinoma of the Mamma. Lancet, 2; 

（頁）（年代）
104., 1896 

三宅儀：副腎皮質ホルモジの測定と臨床．最新医

学， 6;765，昭26.

0掲載料は当分の問実賓とし概算：前払いとする. 1頁

1, 000円但し原著以外のものに就ては 3頁までは無

斜とし，3えを超えた分に対しては原著と同じ取扱と

する．この資用中には図表~真版等D資用は含まな

い．当分の間玖女原著は文部省学術雑誌刊行賀補助

により 1頁900円とする．

特i二早く掲敵を希望し掲載号を指定される方の貼，F¥

料は上記の 1割増とする．

0執筆者に於て別刷希望の方は，寄稿と同1「与に特に附

言せられたL・・ 10部までは無代進呈し，それ以上は

実費を申し受ける．

0原稿は書留！1.'B使で下記に送られにい．

京都市左京区聖護院川原田T五三

京都大学医学部附属病院外科掌教室内

日本外科宝画線鶴窒宛

‘ 

京都市左京阪翠護院川原 nir
宮ノ古u オミ 千 里

京都市下京1圧力h小路松原上 Jレ

松 崎 秀 雄

京都市下京区rrh小路松原上 Jレ

松崎印刷株式会社

京都大学医学部外科学教室

発行所 日本外 科 賓 凪 編 輯 室
代 表 者 ？ 木 千 里 ｜ 

（振替口座京都~ 6 9 1呑） ｜ 



伊藤弘先生近影



明治18年7月29日

同 24年4月

同 28年4月

同 32年4月

同 ~4 ' 1三 4 月

同 37年9月

同 39年9月

同 en~ F-11 月

同 43年12月

同 44年2月

大正2年4月

同 5年8月

同 8士ド7月

同 10年5月

同 11年2月

目白干口 9(icド3月

同 B主I!1月

昭和21年11月

伊藤弘先生略歴

京都市上京区小川通上立売上ル射場町11番戸にて御出生．

京都市西陣尋常小学校入学．

京都市上京高等小学校入学．

京都府立京都第一中学校入学．

京都府立京都第二中今士校へ転校．

山口高等商業学校大c｝：－何千入学．

京都帝国大学医科大学入学．

同大学卒業．

京都帝国大学医科大学副手．

京都帝国大学医科大学助手．

京都帝国大学大学院入学．

．京都帝国大学医科大学助教授．

整形外科学研究のため満2年米，英，仏，瑞西各国へ留学．

医学博士授与．

京都帝国大学教綬．整形外学講座担任．

整形外科視察のため半年間欧米各国へ出張．

依願免本官．爾来，京都市左京区下鴨南芝本町43番地にて伊藤整形外科

病院を開設しj知的ニ従事さる．

厚生技官とな り国立山中病院長として現在御令室と共に御健在である．
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投稿規定

O本誌は毎年 I月， 3月， 5月， 7月， 9月及び11月

の 1自に発行する（年間6加）．

0本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読粉は年額 1,000円（送糾を含む）とし，分売

は1肪200円とする．

0原稿の長さはおよそ下記の限度と し 和文原著には

欧文表題，欧文抄録，欧文原著には和文表題及び和

文抄録を添附されたい．

原著論文，綜説，臨床，400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当編繍室へ到着した日附を受付日とする．

0原稿の用語中，固有名詞はすべて固有の文字を，叉

数字はすべて算用数字を使用し，日本語化した外国

語は片かなでかく事．この際「 」は不要．

0数量の単位は下記の例による

例， m,cm, mm, cc, kg, g, mg, cc, ／ら

%. pH，等

O原稿は積書とし新かなづかL、を用いる事．

0欧文及び欧文抄録はタイプライタ F で記入され度

L、．

0挿画，曲線等ft.必ず白紙又は育線方眠祇に墨で消審

し挿入位置を原稿に記入する事．

O図，表，宣言真等はすべて別紙に記入，若しくは添附

し本文中には郷入個所のみ指定する事．

昭和 30年 6月25日印刷

昭和30年 7月 1 日後行

0引用女献は篇末に集め，次の例に準じて記載する．

（氏名） （表題）
Beatson, G. T : On the Treatment of Inoperable 

（雑誌名）（巻）
Case of Carcinoma of the Mamma. Lancet, 2; 

（頁）（年代）
104, 1896. 

三宅係：副腎皮質ホルモンの測定と臨床．最新医

掌， 6;765，昭26.

0蝿験料は原著は7頁，原著以外のものは 5頁まで無

料とし，止ヒれを越すものは実質として 1頁1000円と

する．但し此の中には図表写真版等の費用は含まな

い・止ヒ等に関しては，原著は10ケまで実費の半額，

原著以外のものに於ては3ケまで無料とし，此れを

越すものに対しては突貨を徴収す乙．当分の間，欧

文原著は文部省学術雑誌刊行費補助により， 1頁900

円とする．叉，アート紙の使用，天然色図版の渇誠等

に関しても，著者に於て笑設を負担するものとする．

0特に早く掲載を希望し掲載号を指定される方の掲載

籾は上記の 1割増とする．

0執筆者に於て別席I］希望の方は，寄稿と同時に特に附

言せられたし. 10部までは無代進呈し，それ以上は

実質を申し受ける．

0原稿は寄留郵便で下記に送られたい．

京都市左京区翠謎院川原町五三

京都大学医掌部附属病院外科掌教室内

日本外科宝雨続鵠室宛

京都市左京区聖護院川原町

編輯粂笈行者 荒 木 千 里
京都市下京区池小路松原上 Jレ

印刷者 松崎秀雄

京都市下京区油小路松原上 Jレ

印刷所 松崎印刷株式会社

京都大学医学部外科学教室

発行所 日本外科賓画編輯室
代表者 荒木千里

（振替口座京都36 9 1呑）
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投稿規定

。本誌は毎年I月， 3月， 5月， 7月， 9月及び11月

の1自に発行する（年間6加）．

0本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読糾は年額 1,000円（送糾を含む）とし，分売

は1加200円とする．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原著には

欧文表題，欧文抄録，欧文原著には和文表題及び和

文抄録を添附されたし、．

原著論女，綜説，臨床，400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当編輯室へ到着した日附を受付日とする．

0原稿の用語中，固有名詞はすべて固有の文字を，叉

数字はすべて算用数字を使用し，日本語イじした外国

語は片かなでかく事．この際「 J は不要．

0数量の単位は下記の例による

初U,m, cm, mm, cc, kg, g, mg, cc, p., 

%. pH，等

O原稿ft.積書とし新かなづかL、を用いる事．

0欧文及び欧文抄録ft.タイプライターで記入され度

L、．

0掃函，曲線等は必ず白紙叉は青線方R時正に墨で清書

し挿入位置を原稿に記入する事．

0図，表， Z真等はすべて別紙に記入，若しくは添附

し本文中には掃入個所のみ指定する事．

昭和 30年8月25日印刷

昭和 30年 9月 1 日発行

編輯兼発行者

t'[J 席目 者

t'[J 即日 所

0引用文献は簾末に集め，次の例に準じて記載する．

（氏名） （表題）
Beatson, G. T : On the Treatment of Inoperable 

（雑誌名）（巻）
Case of Carcinoma of the Mamma. Lancet, 2 ; 

（頁）（年代）
10<1, 1896 

三宅儀：副腎皮質ホJレモンの測定と臨床． 最新医

学 6;766，昭26.

0掲載料は原著は 7J(，原著以外のものは 5頁まで無

草寺とし，此れを越すものは実費として 1頁1000円と

する．但し此の中には図表宣言真阪等の費用は含まな

い．止七等に関しては，原著は10ケまで実費の半額，

原著以外のものに於ては3ケまで無料とし，止ヒれを

越すものに対しては実費を徴収する．当分の間，欧

文原著は文部省学術雑誌刊行費補助により， 1頁900

円とする．叉，アート紙の使用，天然色図版の掲載等

に関しても，著者に於て実費を負担するものとする．

0特に早く掲載を希望し掲載号を指定される方の掲載

籾は上記の 1割増とする．

0執筆者に於て別刷希望の方は，寄稿と同時に特に附

言せられたい. lO部までは無代進呈し，それ以上は

実費を申し受ける．

0原稿ft.書留郵便で下記に送られたい．

京都市左京区聖護院川原町五三

京都大学医学部附属病院外科学教室内

日本外科室凪編鵠室宛

京都市左京 区 堅 議 院 川原町

荒 木 千 里
京都市下京区油小路松原上 Yレ

松 崎 秀 雄

京都市下京区油小路松原上 Jレ

松崎印刷株式会社

京都大学医学部外科学教室

発行所 日本外科賓画編輯京
代表者 荒木千里

（振替口座京都，36 9 1番）
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投稿規定

。本誌は毎年1月＇ 3月p 5月＇ 7月P 9月及び11月

の1日に発行する（年間6加）．

0本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読殺は年額 1,000円（送糾を含む）とし，分売

は1加200円とする．

0原稿の長さはおよそ下記の限度とし，和文原著には

欧文表題，欧文抄録，欧文原著には和文表題及び和

文抄録を添附されたい．

原著論文，綜説，臨床，400字詰40枚以内（図表共）

症例報告，研究速報， 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当繍騎室へ到着した日附を受付日 とする．

0原稿の用語中，固有名詞はすべて固有の文字を，叉

数字はすべて算用数字企使用し，日本語化した外国

語は片かなでかく 事．この際「 ｜は不要．

0数量の単位は下記の例による

例， m,cm, mm, cc, kg, g, mg, cc, μ, 

%, pH，等

O原稿は横書とし新かなづかいを用いる事．

0欧文及び欧文抄録はタイプライターで記入され度

し、．

0挿画， 曲線等は必ず白紙又は青線方眼紙に墨で清書

し挿入位置を原稿に記入する事．

c図， 表，写真等はすべて別紙に記入y 若しくは添附

し：本文中には挿入個所のみ指定する事．

昭和 30年10月25日印刷

昭和30年ll月 1 日台行

編輯兼発行者

i=n 即日 者

r=n 周リ 所

0引用文献は篇末に集め，次の例に準じて記載する．

（氏名） （表題）
Beatson, G. T : On the Treatment of Inoperable 

（雑誌名）（巻）
Case of Carcinoma of the Mamma. Lancet, 2 ; 

（頁）（年代）
104, 1896 

三宅儀：副腎皮質ホルモンの測定と臨床．長新医

学 6;766，昭26.

0掲載料は原著は7頁，原著以外のものは5頁まで無

草寺とし，此れを越すものは実費として 1頁1000円と

する．但し此の中には図表写真版等の費用は含まな

い．此等に関しては，原著は10ケまで実費の半額，

原著以外のものに於ては3ケまで無料とし，止けLを

越すものに対しては実設を徴収する．当分の間，欧

文原著は文部省学術雑誌刊行費補助により， 1頁900

円とする．叉，アート紙の使用，天然色図版の掲載等

に関しても，著者に於て笑費を負担するものとする．

0特に早く掲載を希望し掲猷号を指定される方の掲載

料は上記の 1割増とする．

0執筆者に於て別刷希望の方は，幸寄稿と同時に特に附

言ぜられたい. IO部までは無代進呈し，それιL上は

実質を申し受ける．

0原稿n書留郵便で下記に送られたい．

京都市左京区聖護院川原町五三

京都大掌医学部附属病院外科掌教室内

日本外科宝l函編鯖室宛

京都市左京区聖護院川原町

, 古tL 木 千 里

京都市下京区油小路必原上ル

松 崎 秀 雄

京都市下京区池小路松原上 Jレ

松崎印刷株式会社

京都大学医学部外科学教室

日本外科賓凪編輯室発行所
代表7者 荒木千 J旦

（振替口座京都36 9 1番）




